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大蔵村肘折地区における土砂災害防災情報（第３報）

～肘折地区の斜面に変状は認められません～

新庄河川事務所では大蔵村肘折地区における地盤伸縮計が基準値の４ｍｍ／時間を超えた
ことから、平成２５年５月５日２０時００分より、土砂災害対策支部（警戒体制）を設置し、
現地における斜面監視、地盤伸縮計の更新及び計測を行った結果、地盤の変状が認められな
いため、平成２５年５月９日１５時３０分、土砂災害対策支部（警戒体制）を土砂災害対策
支部（注意体制）に移行しました。

今後も、地盤伸縮計や監視カメラ等による監視を継続していきます。

１．新庄河川事務所の体制について

５月５日２０時００分 土砂災害対策支部設置（警戒体制）に移行
５月９日１６時００分 土砂災害対策支部設置（注意体制）に移行

２．今後の見通し
新たな情報が入り次第お知らせします。
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